
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の北海道縦断バイク旅は意外な展開の結果だった。当初今年はイギリスのゴッツオルズ地方のバ

イク旅と、北海道道東バイク一人旅の計画だった。しかし旅行会社の都合により中止となってしまた。

その結果としてこの北海道縦断バイクツアーへの参加となったのだった。 
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今年の天候はおかしい、所によって暑かったり、豪雨だったり、猛暑の関東を後に集合地点の

帯広に着いたがこの気温、でもやっぱり爽やかだ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹羽サイクリングツアー参加者総勢 15名、一定の参加条件が設定されており各々各自のバイク

自体を見てもかなりのバイク経験者とわかる。ただほとんどの人は自分と同年代と見え何とかな

るだろうと思うと同時に安堵した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やがて然別湖へのアプローチが始まり、勾配 4～5％の登りが約 10ｋｍ続いた。ツ

アーの初日にしてこの暑さと登坂は堪える。振り返れば十勝平野が一望できる素

晴らしい好天に不満はない。そして登坂に入るや、いつしか自然に出来たラビット

と亀組の中で自分は亀組に位置する事が適当に思えた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

然別湖 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

峠も半ば過ぎた時突然前方中腹に巨大な橋が現れた。そして今からあの橋に向かうのかと思っ

た時「エ！」と心で叫んでしまう。つづら折りの坂道を登り切った時、眼下には今来た道と北海

道の大きさを十分に感じさせる雄大な眺めが待っててくれた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三国峠のトンネルを過ぎもう今日は下りだけだ。何と

気分的に楽な事か。ここは石狩川の源流で大雪山

系の富良野側から見た裏側に位置する。まだ残雪が

多くみられ 7月なのに新緑を思わせる光景だ。 


